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環境マネジメントシステム適用範囲

1.適用する企業活動 2. 適用するサイト

・医薬品原料､食品向原料及び化粧品原料の製造

・医薬品原料､食品向原料及び化粧品原料の営業・販売

・医薬品原料､食品向原料及び化粧品原料に関する研究

・医薬品原料､食品向原料及び化粧品原料の輸入・販売

・薬用植物の栽培および採集

上野工場 〒509-4263 岐阜県飛騨市古川町上野8番地
富山工場 〒939-2366 富山県富山市八尾町保内2丁目4番地

東京営業部 〒103-0004 東京都中央区東日本橋二丁目15番 4号 PMO東日本橋6階

大阪営業部 〒541-0044 大阪府大阪市中央区伏見町3丁目2番 4号 淀屋橋戸田ビル3階

本社・研究所 〒509-4241 岐阜県飛騨市古川町向町二丁目10番 50号

3. 適用する組織

安全衛生環境保護推進組織図

安全委員会 衛生委員会 環境委員会

社長

安全衛生環境担当取締役

安全衛生環境統括者

環境管理責任者

安全衛生環境委員会

マネジメント推進委員会

内部監査チーム

設計評価委員会

業務組織図　

各組織図に示す従業員及び駐在外部社員に適用する
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総務部 研究開発部 第一製造部品質管理部 第二製造部 営業本部

社長
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アルプス薬品工業株式会社
Alps Pharmaceutical Ind.Co.,Ltd

平成 11 年
平成 13 年
平成 16 年
平成 19 年
平成 22 年
平成 25 年
平成 28 年
平成 29 年
平成 30 年
令和元年
令和 2 年

11月
7月
7月
6月
6月
5月
6月
6月
6月
6月
7月

上野工場、富山工場 ISO14001 認証取得
本社工場 ISO14001 認証取得
ＳＧＳ社による更新審査
ＳＧＳ社による更新審査
ＪＡＣＯ社による更新審査
ＪＡＣＯ社による更新審査 (東京営業所、大阪営業所も審査対象へ）
ＪＡＣＯ社による更新審査
ＪＡＣＯ社による維持審査
ＪＡＣＯ社による 2015年度版移行審査・認証取得
ＪＡＣＯ社による更新審査
ＪＡＣＯ社による維持審査

環境活動報告書
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http://www.alps-pharm.co.jp/
アルプス薬品工業株式会社

環境活動のあゆみ
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会 社 概 要
社 号
創 立
本 社 所 在 地 

資 本 金
従 業 員 数
主 な 事 業
主 な 事 業 所

1. アルプス薬品工業株式会社は、医薬品メーカーとして最良の技術で最高の製品を生産し、

　 お客様に提供するため、環境影響に十分配慮し、継続的な環境負荷削減に努力いたします。

2. 国内外の環境に関わる法令及び当社が受入れた要求事項を順守し、事業活動を行います。

3. 環境保護のため、自主的な各種活動を継続して実施します。

4. 事業活動において生産性の向上を行い、廃棄物の発生の低減、リサイクル化、省資源

　 省エネルギーの推進を行い、環境負荷の低減を図ります。

5. 環境リスクアセスメントにて環境リスクを把握し、環境管理の継続的な計画・実施・改善など、

　 環境リスクマネジメントシステムの運用を通じて、環境リスクの低減活動を継続的に行います。

6. 生物多様性及び生態系の保護のため、自主的に各種活動を継続して実施します。

7. 地域社会との対話を図り、環境情報を適切に開示し、社会とのコミュニケーションを図ります。

8. 環境に関する教育訓練を充実し、自ら環境影響を考え行動する従業員を育成します。

9. 環境方針は、当社の全社員及び協力会社にも周知徹底し、社外へも公開します。

当社では環境活動を効果的かつ持続的に取り組むため、環境
マネジメントシステムの認証を取得し、継続的な活動を進め
ています。また、環境活動継続的改善のため、各委員会を活用
し、議論、検討、対応を進める組織を構築しています。また、内
部監査チームを設けて、マネジメントの公平性、妥当性を客観
的に監査し、より良い活動へと繋げるため活動しています。

2020年 4月現在
アルプス薬品工業株式会社
1947年 7月 31日
〒509-4241
岐阜県飛騨市古川町向町二丁目10番 50号
9,770万円
338名
医薬品用原薬の製造
本社工場、上野工場、富山工場、東京営業所、大阪営業所

地球のために

私たちが果たすべき責任と役割

Mission

ALPSの使命・存在意義

代表取締役社長 牛丸 理

ごあいさつ

企業理念

アルプス薬品工業について

環境方針

環境マネジメントシステム

医薬品メーカーとしての自覚と誇りを持ち、最良の技術で、
お客様にとって最高の製品を提供し、世界に貢献する

ミッション

Vision

ミッションをはたすための組織のあるべき姿

世界に誇れるALPS独自の価値を創造する

ビジョン

ビジョン実現のため、大切にする価値観

Value バリュー

2019年度
販売金額分類比率

医薬品関係

84.4％

記載対象期間：2019 年 4月～ 2020 年 3月

化粧品関係

8.4％

食品関係

6.9％

その他

0.3％

安全衛生環境保護推進組織図

私たちアルプス薬品工業は、” 医薬品メーカーとしての自覚と誇りを持ち、

最良の技術で、お客様にとって最高の製品を提供し、世界に貢献する” の企

業理念のもと、お客様に高品質で安心して使用して頂ける製品を提供し続

けるとともに、安心、信頼を得られる様に全社一丸となって日々努力して

参ります。

当社は、医薬品原料の製造において、環境負荷の削減に努め、廃棄物の削減

やリサイクル化、省資源・省エネルギーの推進活動も積極的に行っており

ます。また、国内外の環境に関わる法規制及び当社が受け入れた要求事項

を順守し、地域社会とのコミュニケーションを図るなど、当社の環境方針

に従い、社会に対する責任を果たすべく取り組んで 参ります。

世界的に環境問題への関心が高まっている現在、環境・健康・安全への配

慮を経営上の重要課題ととらえ、EHSリスク改善を全社的に進め、広い視

野に立った環境保全活動に努めています。私達の事業活動は、環境への影

響を少なからず与えていることを正しく理解し、アルプス薬品工業が果た

すべき責任と役割を認識し、環境保全活動を経営課題の一つとして取り組

んで参ります。
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社長

安全衛生環境
担当取締役

安全衛生環境
統括者

環境管理責任者

内部監査チーム

設計評価委員会

安全衛生環境委員会

マネジメント
推進委員会

安全委員会 衛生委員会 環境委員会

1. 常に向上を目指し、自律的に行動する
2. 社会の視点・お客様の視点を大切にする
3. 現場・現物・現実にもとづき、本質を見極める
4. 失敗や変化を恐れず、チャレンジする
5. 議論とチームワークを大切にする
6. コンプライアンス、安全操業を徹底する
7. 従業員の成長を促し、幸福度を高める
8. 会社の成長を通じて、地域社会に貢献する
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